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動労
千葉 不当処分に怒りのスト

　
３
月
14
日
、
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
の
富
岡

―
浪
江
間
の
全
線
開
通
が
強
行
さ
れ

た
。
一
帯
は
放
射
線
量
が
高
い
帰
還

困
難
区
域
の
ま
ま
だ
。
動
労
水
戸
は

３
月
13
、14
日
、勝
田
車
両
セ
ン
タ
ー

前
な
ど
で
抗
議
活
動
を
行
っ
た
。
動

労
水
戸
の
調
査
に
よ
り
試
運
転
で
は

車
両
モ
ー
タ
ー
の
フ
ィ
ル
タ
ー
が
通

　
ま
た
東
日
本
大
震
災
―
福
島
原
発

事
故
か
ら
９
年
目
と
な
る
３
月
11

日
、
福
島
県
郡
山
市
の
け
ん
し
ん
文

化
セ
ン
タ
ー
に
は
全
国
か
ら
６
０
０

人
が
集
ま
り
、「
復
興
五
輪
」
を
掲

げ
た
安
倍
政
権
の
原
発
再
稼
働
、
帰

還
と
被
曝
の
強
制
と
の
闘
い
を
改
め

て
誓
い
ま
し
た
。
集
会
後
、「
怒
・

常
磐
線
で
一
斉
街
宣

　
常
磐
線
全
線
開
通
に
反
対
し
て
３

月
１
日
、
同
線
沿
線
の
仙
台
・
い
わ

き
・
水
戸
・
北
千
住
・
上
野
・
品
川

の
各
駅
頭
で
一
斉
街
宣
が
行
わ
れ

た
。

　
水
戸
駅
で
は
、
東
京
新
聞
茨
城
版

（
２
月
29
日
付
）
の
記
事
「
常
磐
線

試
運
転
車
両
付
着
ち
り
／
放
射
能
濃

度
23
倍
に
」に
驚
き
の
声
が
あ
が
り
、

　
動
労
千
葉
は
２
月
29
日
、
第
81
回

定
期
委
員
会
を
開
催
し
、
３
月
ダ
イ

改
合
理
化
・
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
粉
砕
、
木
更
津
支
部
長
に
対
す
る

処
分
粉
砕
、さ
ら
な
る
外
注
化
阻
止
、

20
春
闘
勝
利
に
向
け
て
、３
月
14
日
、

ダ
イ
改
時
に
ス
ト
ラ
イ
キ
に
立
ち
上

が
る
方
針
を
確
立
し
た
。

　「
木
更
津
支
部
長
に
対
し
て
定
年

退
職
と
い
う
人
生
の
大
事
な
区
切
り

の
前
に
こ
の
よ
う
な
処
分
は
絶
対
に

許
さ
な
い
。
ス
ト
方
針
を
断
固
支
持

す
る
「
木
更
津
支
部
長
へ
の
不
当
処

分
に
は
怒
り
心
頭
。
ス
ト
ラ
イ
キ
に

駆
け
つ
け
共
に
闘
っ
て
い
く
」
と
ス

は
な
い
か
。
本
部
か
ら
緊
急
の

申
入
れ
を
や
っ
て
も
ら
い
た

い
」
な
ど
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関

連
の
意
見
も
出
さ
れ
た
。

　
ま
た
職
場
代
表
選
へ
の
決
意

も
各
職
場
か
ら
語
ら
れ
た
。

　
動
労
千
葉
は
、
コ
ロ
ナ
対
策

に
つ
い
て
直
ち
に
Ｊ
Ｒ
千
葉
支

社
・
Ｃ
Ｔ
Ｓ
に
対
し
て
緊
急
の

申
入
れ
を
行
っ
た
行
っ
た
。

　
関
委
員
長
は
「
２
月
10
日
に

東
労
組
が
分
裂
し
、
会
社
に
よ
る
労

組
破
壊
攻
撃
は
新
た
な
段
階
に
入
ろ

う
と
し
て
い
る
。
現
場
に
は
会
社
の

攻
撃
へ
の
怒
り
、
組
合
は
必
要
だ
と

い
う
思
い
が
存
在
し
て
い
る
。
真
正

面
か
ら
と
も
に
闘
う
こ
と
を
訴
え
よ

う
」「
Ｊ
Ｒ
北
海
道
で
は
大
量
退
職

が
止
ま
ず
、
四
国
で
は
車
掌
は
契
約

社
員
に
な
り
、
運
転
士
が
不
足
し
列

車
本
数
を
減
ら
す
。
九
州
で
は
無
謀

な
自
動
運
転
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
。
分
割
・
民
営
化
が
破
綻
し
東

日
本
の
よ
う
に
非
正
規
化
攻
撃
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
千
葉
に
お
け
る
ワ

ン
マ
ン
運
転
絶
対
反
対
の
闘
い
を
今

か
ら
構
築
し
よ
う
」
と
ス
ト
ラ
イ
キ

へ
の
決
起
を
訴
え
た
。

ト
へ
の
強
い
支
持
の
声
が
上
が
っ

た
。
ま
た
「
千
葉
の
統
合
詰
所
に
洗

面
所
が
な
い
。
ト
イ
レ
の
中
で
歯
を

磨
い
て
い
る
」「
エ
ア
コ
ン
の
フ
ィ

ル
タ
ー
交
換
時
に
防
護
服
な
ど
安
全

対
策
の
確
立
を
」「
車
両
の
消
毒
を

き
ち
ん
と
や
ら
な
い
と
ヤ
バ
イ
の
で

３
・
14
ス
ト
方
針
を
確
立 

動
労
千
葉
が
定
期
委
員
会

運転士・車掌職名廃止―ジョブローテーション粉砕
運転時分短縮―第２の東中野事故を許すな！

動
労
水
戸
が
「
常
磐

線
全
線
開
通
は
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
強
行
の
た

め
に
偽
り
の
復
興
の

演
出
だ
」と
訴
え
た
。

　
品
川
駅
前
で
は
、

清
掃
労
働
者
が
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の

消
毒
作
業
で
「
仕
事

が
忙
し
い
が
、
自
分

の
仕
事
が
い
つ
ま
で

続
く
か
不
安
」
と
話

し
か
け
て
き
た
。

福
島
」
の
の
ぼ
り
を
先
頭
に
郡
山
市

内
を
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。

常
運
航
の
23
倍

も
高
い
こ
と
が

明
ら
か
と
な
っ

て
い
る
。

　
動
労
千
葉
は
３
月
14
日
、
木
更
津
支
部
長
へ
の
不
当
処
分
、
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
反

対
な
ど
を
掲
げ
、
ス
ト
ラ
イ
キ
に
突
入
し
た
。
木
更
津
支
部
長
の
強
制
出
向
は
、
職
場
の
さ

さ
い
な
問
題
を
取
り
上
げ
、
退
職
ま
で
１
年
問
と
い
う
労
働
者
に
と
っ
て
大
切
な
時
間
を

奪
っ
て
職
場
か
ら
排
除
す
る
も
の
で
、
動
労
千
葉
へ
の
重
大
な
組
織
破
壊
の
攻
撃
だ
。

　
ま
た
同
日
の
ダ
イ
改
に
お
い
て
総
武
緩
行
線
で
は
、
ホ
ー
ム
ド
ア
設
置
に
伴
う
停
車
時
間

の
増
加
を
埋
め
る
た
め
に
駅
間
の
運
転
時
分
を
５
秒
短
縮
す
る
大
攻
撃
に
踏
み
込
ん
だ
。
こ

の
間
の
攻
撃
の
重
大
な
矛
盾
で
あ
り
、
き
わ
め
て
重
大
な
攻
撃
だ
。
３
・
14
ス
ト
は
現
場
労

働
者
の
怒
り
の
決
起
の
始
ま
り
だ
。

被
曝
と
帰
還
強
制
の
常
磐
線
全
線
開
通
に
怒
り

３
・
11
郡
山
に
600
人
、沿
線
で
抗
議
や
宣
伝
活
動
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を
《
鉄
道
事
業
者
と
し
て
の
業
務
》

と
《
フ
ィ
ー
ル
ド
（
現
場
）
に
直
結

し
た
業
務
》
に
分
け
て
、
前
者
だ
け

を
Ｊ
Ｒ
に
残
す
と
い
う
も
の
で
す

が
、
そ
こ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
の
は

「
規
定
等
の
見
直
し
」「
検
査
計
画
」

「
品
質
保
障
」「
将
来
計
画
策
定
」「
工

場
か
ら
の
出
場
検
査
」
だ
け
で
す
。

つ
ま
り
Ｊ
Ｒ
に
は
現
場
の
検
査
・
修

繕
業
務
は
何
一
つ
残
ら
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
そ
れ
と
一
体
で
「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

保
全
体
系
へ
の
移
行
」
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。Ｃ
Ｂ
Ｍ（
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
・
ベ
ー
ス
ド
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
）

と
は
、
車
両
故
障
を
未
然
に
防
止
す

る
と
い
う
従
来
の
考
え
方
を
根
底
か

ら
否
定
す
る
究
極
の
攻
撃
で
す
。

　
攻
撃
は
破
綻
す
る

　
こ
の
攻
撃
は
必
ず
破
綻
し
ま
す
。

　
第
一
に
、Ａ
Ｉ
神
話
の
崩
壊
で
す
。

過
酷
な
条
件
の
中
で
安
全
を
守
り
、

人
や
物
を
運
ぶ
の
が
鉄
道
で
す
。
Ｊ

Ｒ
東
は
机
上
の
空
論
だ
け
で
突
き
進

も
う
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
も
Ａ
Ｉ

を
口
実
に
進
ん
で
い
る
の
は
雇
用
や

権
利
の
破
壊
す
る
た
め
に
仕
組
ま
れ

た
も
の
で
す
。

　
第
二
に
、
安
全
の
崩
壊
、
過
労
死

と
重
大
事
故
を
激
発
さ
せ
ま
す
。
早

朝
乗
務
し
た
支
社
課
員
が
支
社
に
出

勤
し
て
夜
ま
で
働
く
勤
務
を
繰
り
返

せ
ば
ど
う
な
る
か
。
一
般
行
路
の
長

大
化
と
合
わ
せ
て
労
働
強
化
が
無
限

に
連
鎖
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
第
三
に
、
技
術
継
承
の
崩
壊
と
無

責
任
体
制
の
蔓
延
で
す
。
鉄
同
業
務

を
バ
ラ
バ
ラ
に
外
注
化
す
れ
ば
ト
ー

タ
ル
に
責
任
を
取
る
者
は
い
な
く
な

り
ま
す
。

　
第
四
に
そ
れ
は
現
場
か
ら
の
怒
り

の
声
と
な
り
、
第
五
に
労
働
力
が
確

保
で
き
な
く
、
第
六
に
地
方
か
ら
の

大
反
乱
と
な
り
ま
す
。

職
廃
止
、検
査
周
期
（
時
間
）
を
ベ
ー

ス
と
し
た
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
方
式
の
廃

止
等
、
従
来
の
考
え
方
を
根
本
的
に

転
換
す
る
こ
と
＝
極
限
的
人
員
削

く
、
踏
切
も
あ
る
中
で
自
動
運
転
を

導
入
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
鉄
道
業

務
の
在
り
方
が
完
全
に
成
り
立
た
な

く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま

　
国
鉄
分
割
・
民
営
化
の
破
綻
が
あ

ら
わ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
北

海
道
で
は
、
若
年
退
職
者
が
急
増

し
、
毎
年
２
７
０
人
を
採
用
し
て
も

１
０
０
人
以
上
が
退
職
し
て
い
ま

す
。
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
社
員
の
平
均
賃

金
が
25
万
円
と
い
う
中
で
低
賃
金
と

将
来
に
対
す
る
不
安
か
ら
退
職
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
量
の
若

年
退
職
は
、
鉄
道
技
術
の
継
承
や
安

全
の
確
保
も
で
き
な
い
深
刻
な
事
態

を
招
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
昨
年
９
月
に
Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
、
線

区
別
の
収
支
で
24
線
区
す
べ
て
が
赤

字
で
あ
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
で
日
高
線
と
札
沼
線
が

廃
止
さ
れ
て
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
札
幌
駅
近
く
の
業
務
ビ
ル
を

Ｊ
Ｒ
北
海
道
本
社
ビ
ル
脇
に
移
転
・

新
築
し
、
跡
地
を
再
開
発
す
る
計
画

も
断
念
す
る
な
ど
、
完
全
に
行
き
詰

ま
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　
政
府
は
、
２
０
１
９
～
20
年
度
に

２
０
０
億
円
ず
つ
財
政
援
助
を
行
う

こ
と
を
決
定
し
、
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ

ろ
で
倒
産
の
危
機
を
免
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
れ
以
降
も
同
額
程

度
の
支
援
が
続
く
と
仮
定
し
て
も
、

２
０
２
２
年
度
に
は
資
金
が
不
足
し

完
全
に
立
ち
行
か
な
く
な
る
見
通
し

で
す
。「
維
持
困
難
線
区
」
と
し
た

「
10
路
線
13
区
間
」
の
廃
線
攻
撃
が

本
格
的
に
開
始
さ
れ
て
お
り
、
北
海

道
新
幹
線
も
１
０
０
億
円
近
い
赤
字

に
あ
え
て
い
る
の
が
現
実
で
す
。

　
ま
た
Ｊ
Ｒ
四
国
で
は
、
運
転
士
の

確
保
が
で
き
な
い
と
い
う
理
由
で
列

車
の
削
減
を
行
う
と
い
う
と
こ
ろ
ま

で
追
い
つ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
九
州
で
は
、「
自
動
運
転
」

の
導
入
に
向
け
試
験
運
転
を
行
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
高
架
も
な

年
」
に
よ
り
、
10
年
で
自

分
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
が

で
き
な
け
れ
ば
お
払
い
箱

と
し
て
子
会
社
に
転
籍
さ

せ
る
と
い
う
の
が
会
社
の

狙
い
で
す
。

　
運
転
士
・
車
掌
に
手
を

減
、
生
産
性
革
命
に
突
き
進
む

こ
と
が
打
ち
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
第
三
に
、「
戦
略
的
ダ
ウ
ン

サ
イ
ジ
ン
グ
」
と
称
し
て
、
不

採
算
線
区
の
切
り
捨
て
・
廃
線

化
に
本
格
的
に
踏
み
出
そ
う
と

し
て
い
ま
す
。
そ
の
焦
点
が
、

ワ
ン
マ
ン
化
の
全
面
的
な
拡
大

と
「
23
線
区
の
輸
送
モ
ー
ド
転

換
」
攻
撃
で
す
。

　
第
四
に
、
以
上
を
前
提
と
し

た
持
ち
株
会
社
化
で
す
。
そ
れ

は
Ｊ
Ｒ
で
働
く
労
働
者
の
多
く

に
転
籍
を
強
制
し
、
非
正
規
職

に
突
き
落
と
し
て
い
く
重
大
な

攻
撃
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
４
月
１
日
か

ら
「
新
た
な
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
」
を
強
行
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
鉄
道
業
務
の
象
徴

的
な
職
種
で
あ
る
運
転
士
・
車

掌
の
職
名
を
廃
止
す
る
こ
と
で

こ
れ
ま
で
の
価
値
観
を
根
底
か

ら
打
ち
砕
き
、「
闘
っ
て
も
無

駄
」「
あ
き
ら
め
」
の
意
識
を

す
。
民
営
化
は
完
全
に
破
綻

し
た
の
で
す
。

　
Ｊ
Ｒ
貨
物
も
経
営
破
綻
と

賃
金
抑
制
の
い
た
ち
ご
っ
こ

を
続
け
た
結
果
、
高
卒
新
規

採
用
給
が
法
定
最
低
賃
金
に

抵
触
す
る
レ
ベ
ル
に
至
り
、

新
採
を
確
保
す
る
こ
と
す
ら

難
し
く
な
っ
て
い
る
状
態
で

す
。
し
か
も
、
北
海
道
等
の

廃
線
攻
撃
で
、
鉄
道
貨
物
輸

送
が
寸
断
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
30
年
を
経
て
行
き

着
い
た
の
は
鉄
道
貨
物
輸
送

の
崩
壊
で
し
た
。

変
革
２
０
２
７

　
こ
う
し
た
中
で
次
元
の
違

う
大
合
理
化
が
開
始
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
打
ち
出
し

た
「
変
革
２
０
２
７
」
は
、

第
一
に
「
鉄
道
の
イ
ン
フ
ラ

や
技
術
・
知
見
」
は
す
べ
て

「
外
部
」
に
あ
る
こ
と
を
前

提
に
し
た
計
画
に
な
っ
て
い

ま
す
。
会
社
が
描
く
将
来
像

か
ら
は
、「
新
幹
線
関
係
区

所
」
以
外
、
駅
・
運
輸
・
保

線
・
土
木
・
建
築
・
機
械
・

電
力
・
通
信
・
車
両
・
建
設

付
け
て
き
た
意
図
は
、
幹
部
社
員
以

外
は
ぜ
ん
ぶ
子
会
社
に
移
し
、
非
正

規
職
や
「
名
ば
か
り
正
規
職
」
に
突

き
落
と
す
宣
言
に
ほ
か
な
り
ま
せ

ん
。

　
改
悪
乗
務
員
勤
務
制
度
の
本
格
的

な
運
用
が
始
ま
る
の
は
こ
れ
か
ら
で

す
。
昨
年
３
月
の
ダ
イ
改
で
は
、
短

時
間
行
路
の
設
定
も
ま
だ
限
定
的
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
す
で
に
耐

え
難
い
労
働
強
化
、
ロ
ン
グ
ラ
ン
が

の
し
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
支
社
課
員
等
が
朝
夕
の

ラ
ッ
シ
ュ
に
乗
務
す
る
体
制
が
整
っ

て
い
け
ば
そ
の
分
一
般
行
路
が
さ
ら

に
長
大
化
し
、
津
田
沼
―
中
野
４

往
復
が
「
標
準
行
路
」
に
さ
れ
ま

す
。
さ
ら
に
「
こ
れ
か
ら
は
標
準
数

１
０
０
に
対
し
乗
務
員
の
配
置
は
90

に
す
る
」
な
ど
、
会
社
が
団
交
で
回

答
し
て
き
た
こ
と
が
実
行
に
移
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
す
べ
て
を
外
注
化

　
さ
ら
に
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
「
ミ
ラ
イ

の
車
両
サ
ー
ビ
ス
＆
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
構
創
」
を
発
表
し
、
車
両
検
修

業
務
の
全
面
的
な
水
平
分
業
に
踏
み

出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。
検
修
業
務

工
事
等
の
現
業
機
関
は
す
べ
て
消
え

て
い
ま
す
。
現
場
業
務
は
「
企
画
業

務
と
込
み
運
用
」
で
で
き
る
も
の
以

外
、
Ｊ
Ｒ
本
体
に
は
残
さ
な
い
と
い

う
の
で
す
。

　
第
二
に
、
Ａ
Ｉ
活
用
と
「
労
働
の

柔
軟
化
」
を
掲
げ
て
運
転
士
・
車
掌

Ｊ
Ｒ
大
再
編
＝
大
合
理
化
攻
撃
と
の
闘
い
を

強
制
す
る
こ
と
で
労

働
者
の
団
結
を
破
壊

し
よ
う
と
す
る
攻
撃

で
す
。

　
さ
ら
に
「
同
一
担

務
は
最
長
で
も
10

北海道・九州が示す分割・民営化の破綻

が
な
く
て
も
「
体
温
37
・
５
度
以
上

の
場
合
」「
家
族
に
感
染
疑
い
が
あ

る
場
合
」
な
ど
の
基
準
で
、
自
宅
待

機
に
す
る
、「
感
染
対
策
休
」
と
し

て
有
給
扱
い
に
す
る
な
ど
の
対
応
が

必
要
で
す
。

　
会
社
に
よ
る
人
員
削
減
で
要
員
不

足
に
陥
り
、
体
調
が
悪
く
て
も
休
め

な
い
職
場
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
体

調
が
悪
け
れ
ば
、
す
ぐ
に
休
め
る
要

員
体
制
が
必
要
で
す
。
車
両
清
掃
時

に
消
毒
を
行
お
う
に
も
、
現
在
の
人

員
で
は
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
問
題
で
、
会
社

が
本
来
必
要
な
要
員
の
削
減
を
続
け

て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。
会
社
は
、
感
染
防
止
対
策
・
生

活
保
障
に
責
任
を
！

社
の
責
任
で
す
。有
給
は
当
然
で
す
。

　
現
場
に
お
け
る
感
染
対
策
も
必
要

で
す
。
空
調
の
フ
ィ
ル
タ
ー
な
ど
は

安
全
な
の
か
？
　
列
車
の
消
毒
や

ウ
ィ
ル
ス
防
護
用
具
が
必
要
で
は
な

い
の
か
？
　
具
体
的
な
問
題
を
徹
底

的
に
追
及
し
、
対
策
を
行
わ
せ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
職
場
で
感
染
が
広
が
る
事
態
を
起

こ
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
仕
事
や
生

活
の
た
め
に
無
理
に
出
勤
す
る
よ
う

な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
鉄
道
を
通
じ
て

全
国
に
感
染
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
に

も
な
り
か
ね
な
い
の
で
す
。

　
感
染
防
止
の
た
め
に
は
、
診
断
書

　
動
労
千
葉
は
２
月
28
日
、「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
に
関
し
て
Ｊ
Ｒ

東
日
本
と
Ｊ
Ｒ
千
葉
鉄
道
サ
ー
ビ
ス

（
Ｃ
Ｔ
Ｓ
）
へ
の
緊
急
の
申
し
入
れ

を
行
い
ま
し
た
。
す
で
に
Ｊ
Ｒ
社
員

の
感
染
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
現

場
労
働
者
の
生
命
に
関
わ
る
問
題
で

す
。

　
休
校
に
伴
う
休
み
は
有
給
に

　
安
倍
政
権
は
突
如
、
全
国
の
小
中

高
、
特
別
支
援
学
校
の
臨
時
休
校
を

号
令
し
ま
し
た
。
仕
事
を
休
ま
ざ
る

を
得
な
い
労
働
者
が
大
勢
い
ま
す
。

そ
の
時
の
生
活
を
保
障
す
る
の
は
会

せ
ん
。
３
月
４
日
に
は
車
が
フ
ェ
ン

ス
を
突
き
破
っ
て
侵
入
し
、
６
０
０

㍍
も
線
路
上
を
走
る
重
大
事
故
が
起

き
て
い
ま
す
。
乗
員
な
し
で
運
行
な

ど
絶
対
に
で
き
ま
せ
ん
。

　
Ｊ
Ｒ
九
州
は
こ
の
自
動
運
転
を

「
無
人
運
転
を
目
指
す
も
の
で
は
な

い
」
と
強
調
。
発
信
装
置
を
押
し
、

緊
急
時
に
は
停
止
措
置
を
と
り
、
後

続
車
の
追
突
防
止
や
乗
客
の
避
難
誘

導
を
行
う
「
係
員
」
は
乗
車
さ
せ
る

と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
係

員
は
「
運
転
士
」
で
は
な
く
運
転
士

資
格
も
持
ち
ま
せ
ん
。
Ｊ
Ｒ
九
州
の

「
自
動
運
転
」
導
入
の
本
質
は
「
運

転
士
廃
止
」
で
あ
り
、
鉄
道
業
務
を

根
本
か
ら
破
壊
す
る
究
極
の
安
全
破

壊
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

　
動
労
総
連
合
・
九
州
は
、
２
月
23

日
の
国
鉄
集
会
を
皮
切
り
に
、
自
動

運
転
導
入
を
阻
止
す
べ
く
、
国
鉄

１
０
４
７
解
雇
撤
回
・
ロ
ー
カ
ル
線

切
り
捨
て
反
対
の
要
求
と
一
体
で
新

た
な
署
名
運
動
を
開
始
し
て
い
ま

す
。（
投
稿
／
動
労
総
連
合
・
九
州
）

〝
会
社
責
任
で
感
染
対
策
・
生
活
保
障
を
〟

コ
ロ
ナ
対
策
で
緊
急
申
し
入
れ

動労千葉

３月に無人駅となるＪＲ九州の多良駅（佐賀県）

　
Ｊ
Ｒ
九
州
は
「
自
動
運
転
」
導
入

に
向
け
て
年
初
か
ら
香
椎
線
（
香
椎

―
西
戸
崎
間
）
で
終
電
後
の
夜
間
試

験
走
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
山
手
線
等
で
は
信

号
シ
ス
テ
ム
に
「
自
動
列
車
制
御
装

置
（
Ａ
Ｔ
Ｃ
）」
が
採
用
さ
れ
て
い

る
の
に
対
し
て
、
九
州
在
来
線
の
信

号
シ
ス
テ
ム
は
「
自
動
列
車
停
止
装

置
（
Ａ
Ｔ
Ｓ
）」
で
す
。

　
Ａ
Ｔ
Ｃ
と
Ａ
Ｔ
Ｓ
は
、「
Ｃ
＝
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
」
と
「
Ｓ
＝
ス
ト
ッ
プ
」

の
違
い
が
表
す
よ
う
に
機
能
差
が
あ

り
、
Ａ
Ｔ
Ｓ
に
は
精
密
な
制
御
は
で

き
ま
せ
ん
。
開
始
さ
れ
た
走
行
試
験

で
も
「
停
止
線
か
ら
40
～
80
㌢
は
ず

れ
る
」
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
国
土

交
通
省
も
「
運
転
士
の
乗
務
し
な
い

自
動
運
転
は
Ａ
Ｔ
Ｃ
を
ベ
ー
ス
」
と

規
定
し
て
お
り
、
Ａ
Ｔ
Ｓ
を
自
動
運

転
装
置
の
基
礎
シ
ス
テ
ム
に
す
る
こ

と
な
ど
技
術
的
に
も
法
令
的
に
も
不

可
能
で
す
。

　
し
か
し
Ｊ
Ｒ
九
州
は
「
圧
倒
的
に

コ
ス
ト
が
安
い
」（
在
来
線
の
98
％

が
Ａ
Ｔ
Ｓ
搭
載
）
と
無
理
を
承
知
で

Ａ
Ｔ
Ｓ
を
自
動
運
転
の
ベ
ー
ス
シ
ス

テ
ム
に
使
用
。
停
止
線
で
正
確
に
止

ま
れ
な
い
こ
と
を
開
き
直
り
、「
ホ
ー

ム
ド
ア
の
な
い
」
香
椎
線
で
試
験
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
香
椎
線
は
高
架
化
も
さ
れ
て
い
ま

〝
自
動
運
転
は
安
全
破
壊
だ
〟

Ｊ
Ｒ
九
州
が
走
行
試
験
を
強
行


